
平木小学校いじめ防止基本方針 

西宮市立平木小学校 

１ 本校の方針 

本校は、学校教育目標として、「自ら学び、心豊かにたくましく生きる子どもを育てる」ことを掲

げ、信頼される学校づくりを目指している。西宮市のほぼ中央に位置し、全校生約４３０名の小規

模校である。小規模校であるメリットを生かし、全校生を１２の縦割り班グループに編制して行う

平木タイムや縦割り清掃などの活動を推進し、好ましい人間関係づくりに努めている。 

全ての子どもたちが、楽しく充実した学校生活を過ごせるよう、子どもたちの人権を著しく損な

ういじめ防止に向け、日常の指導体制を整備し、いじめの未然防止を図りながら、いじめの早期発

見に取り組むとともに、いじめを認知した場合は適切かつ速やかに解決するための「学校いじめ防

止基本方針」を定める。 

 

２ 基本的な考え方 

いじめとは、児童に対して、当該児童が本校に在籍する者同士等、一定の人的関係にある他の児

童が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネット等を通じて行われるものを含む。）

であって、当該行為の対象となった児童が心身の苦痛を感じているものである。 

いじめについては、「いじめは、どの児童にも、どの学級にも学校にも起こり得る、誰もが加害

者にも被害者にもなり得る」「いじめは人権侵害であり、人として決して許されるものではない」

という認識をすべての教職員が強く持ち、好ましい人間関係を築き、豊かな心を育て「いじめを許

さない学校づくり」に取り組むために、以下の指導体制を構築し、いじめの防止等を包括的に推

進する。 

 

３ いじめ防止等の指導体制・組織的対応等 

(1)  日常の指導体制 

いじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、管理職を含む複数の教職員等で構成さ

れる「いじめ対策委員会」を基盤として組織的に対応していく。いじめの疑いに関する情報

を把握した場合や、いじめを認知した場合は情報の収集と記録、情報の共有、事実確認を速

やかに行い、いじめ解決に向けた指導を進めていく。 

 

 

また、いじめは教職員や大人が気づきにくいところで行われ、潜在化しやすいことを認識

し、教職員が児童の小さな変化を敏感に察知し、いじめを見逃さず、早期発見のためのチェ

ックを行う。 

 

 

(2)  未然防止及び早期発見のための指導計画 

いじめの防止の観点から、学校教育活動全体を通じて、いじめの防止に資する多様な取組

を体系的・計画的に行うため、包括的な取組の方針、いじめの防止のための取組、早期発見

の在り方、いじめへの対応に係る教職員の資質能力向上を図る校内研修など、年間を通した

指導計画を考えていく。 

 

 



４ 重大事態への対応 

（1） 重大事態とは 

重大事態とは、「いじめにより生命、心身及び財産に重大な被害が生じた疑いがある場合」

で、いじめを受ける児童の状況で判断する。本校の場合、たとえば、身体に重大な傷害を

負った場合、心に大きなダメージを受けた場合、金品等に重大な被害を被った場合などの

ケースが想定される。 

また、「いじめにより相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがある場

合」であるが、「相当の期間」については、不登校の定義を踏まえ、年間３０日を目安とす

る。ただし、児童が一定期間、連続して欠席しているような場合には、事案により学校が

判断する。 

また、児童や保護者からいじめられて重大事態に至ったという申立てがあったときは、

校長が判断し、適切に対応する。 

 

(2)  重大事態への対応 

校長が重大事態と判断した場合、直ちに、市教育委員会に報告するとともに、校長がリー

ダーシップを発揮し、学校が主体となって、いじめ対策委員会が中心に組織的に調査し、事

態の解決に当たるが、事案によっては、市教育委員会に支援を求めるとともに、学校問題解

決支援チームの派遣を要請する。 

 

５ その他の事項 

信頼される学校づくりを目指している本校は、開かれた学校となるよう情報発信に努めて

きた。 

いじめ防止等についても、地域とともに取り組む必要があるため、策定した本方針につい

ては、学校のホームページなどで公開をし、保護者や地域への情報発信に努める。 

また、いじめ防止等に実効性の高い取組を実施するため、本方針が、実情に即して効果的

に機能しているかについて、「いじめ対策委員会」を中心に点検し、必要に応じて見直す。

また、地域を巻き込んだ学校の基本方針になるように、保護者や学校評議員、教育連携協議

会等地域からの意見を積極的に聴取するように留意する。 

 



 

■学習指導の充実            ■情報の収集 

・学習における規律作り         ・日常の教員の観察による気付き 

・学習における集団づくり        ・養護教諭からの情報 

・積極的な授業研究と授業公開      ・登校指導による観察 

■特別活動の充実            ・児童・保護者・地域からの情報 

・縦割り活動の充実           ・いじめアンケート（学校生活アンケート）等の実施 

■教育相談の充実            ・生活チェック週間の設定 

・家庭訪問の実施            ■情報の共有 

・個人懇談、学級懇談会の開催      ・報告の徹底 

・保護者に相談機関等の情報提供     ・職員会議等での全職員の情報共有 

・ＳＣ・ＳＳＷの活用          ・要配慮児童の実態把握と支援 

■人権教育の充実            ・次年度への申し送り事項の徹底 

・人権意識の高揚            ■保護者・地域との連携 

・規範意識を高める指導         ・学校いじめ防止基本方針等の周知 

・いじめ、情報モラル等の指導の充実   ・オープンスクールの実施 

（西宮少年サポートセンターとの連携） ・地域行事への積極的参加 

指導体制及び関係機関 

                                  

 

 

 

 

             

 

 

 

                                

                                                                                        

※「いじめ対策委員会」の構成員は管理職及び 

生徒指導部会を基本とし、必要に応じて、 

当該関係者で構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校いじめ防止基本方針に基づき、管理職の強いリーダー

シップのもと、組織的にいじめ事案に対応する。 

管理職 

・学校いじめ防止基本方針の見直し、改善 

・年間指導計画の作成、実施、改善 

・校内研修会の企画・実施 

・アンケート結果、報告等情報の整理・分析 

・いじめが疑われる案件の事実確認・判断 

・要配慮児童への支援方針 

いじめ対策委員会 

【構成員】  

校長、教頭、生徒指導主任、各学年、養護教諭、

生徒指導部会、該当学年、 

未然防止と早期発見に向けて 

いじめ認知→早期解決 

≪校内組織≫ 

 

特別支援部会 

生徒指導部会 

人権教育部会 

１～６年学年部会 

特別支援学級 

専科 

≪保護者・地域との連携≫ 

 

ＰＴＡ 

学校評議員会 

教育連携協議会 

青少年愛護協議会 

教育委員会 

ＳＣ 

ＳＳＷ 

平木中学校 

広田地区小学校 

西宮少年サポートセンター 

 


